
特別全国障害者スポーツ大会

ボッチャ競技 視察報告
長野県ボッチャ協会 審判・普及委員会 小坂 利雄
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２０２３年１０月２８日（土）～３０日（月）



■会 期：R5.10.28sat～10.30mon
■参加選手数
47都道府県＋20政令指定都市
個人 ２，３６６名
団体 ３，３４３名
役員 ２，６７２名
計 ８，３８１名

※ボッチャ １１８名

■長野県選手団
個人 ３６名（ボッチャ１名）
団体 ２１名（知的バスケ男女）
計 ５７名

役員 ４３名
合計 １００名

かごしま
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■長野県４か所からバスで羽田空港へ

■羽田空港から一路、鹿児島空港へ

■長野を出るときはジャンパー着用が、鹿児島では半袖

■競技ごとに計画バスに乗車して一路、ボッチャ会場の指宿市へ

約８０ｋｍ、約２時間

■初めての鹿児島、初めて見る桜島を車中から

到着
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■ボッチャの選手は、１１８名ほど（半分は座位・半分は立位）

選手付きの役員はおそらく１．５倍ほどいると想われ、

選手団合計３００名か

■市内に分宿、長野県は「指宿いわさきホテル」に宿泊

■錦江湾沿いに立地していて、ほぼバリアフリー

■食事はバイキング方式

宿泊
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■会場は、海岸沿いの指宿総合体育館
■コートは、４面＋表彰エリア（かなり狭い印象）
■両側の上段に両サイドに観客席あり
■面積的に一堂に会することはできないので、
時間分けて練習も試合も入替で実施

■大型テントの選手待機所と昼食会場を別に用意
■選手は大型バスか福祉車両で会場へ

会場
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①のサンシティホールいぶすき（選手控所２）の外観
②ホール前の仮設トイレ
③ホール中の様子（主に選手団が昼食をとるところ）
④指宿総合体育館
⑤選手受付入口（大型仮設テントの前）
⑥選手団受付（比較的簡単に完了）
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①

①

② ③

④ ⑤ ⑥



⑦受付から大型テント（選手控所１）までをつなぐ仮設通路
⑧大型テント（選手控所１）の内部の様子
⑨大型テントに接続している仮設テント
⑩体育館内の弁当の引換所
⑪体育館内部のロビー部分、かなり狭い状況です
⑫大型テントでの仮設スロープ
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⑦ ⑧ ⑨

⑩ ⑪ ⑫



⑬会場全体
⑭選手の招集受付所
⑮ボール検査場所
⑯大会・競技役員席（設置場所がなくステージ前）
⑰掲示場所
⑱報道取材スペース（特に厳密な規制はなし）
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⑬ ⑭ ⑮

⑯ ⑰ ⑱



〔コート説明〕
○画面奥の左が選手招集所、その右がボール検査場所
○向かって奥に選手は待機して、コート内に入場
○オンザコートでコイントス
○試合をしないチームはコート脇に用意されている椅子で待機
○試合が終わったら、手前からコート外に出て、誘導されて表彰エリアへ
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⑲コーチ・記録席からみた試合中のコート（コート左側は待機中選手）
⑳表彰エリアへの誘導の様子
㉑表彰の様子（それなりの関係来賓者がプレゼンテーター）
㉒情報提供エリア（筆談・要約筆記・手話等）
㉓対戦表を掲示しているホワイトボード
㉔車いす・補装具修理所（受付のみか？）
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⑲ ⑳ ㉑

㉒ ㉓ ㉔



㉕大会運営本部（想像どおりで狭い）
㉖コンディショニングルーム（仮設テント）
㉗一般観客向け競技結果等の計時
㉘体育館の正面前に設置された地元ＰＲテント
㉙仮設電源キュービクル（おそらく大型テントの空調用）
㉚ホールに隣接した一般観客用駐車場
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㉕ ㉖ ㉗

㉘ ㉙ ㉚
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体育館レイアウト



審判編成
○１日を３サイクルに
分けて試合を実施

○２日目も同じく３サイクル
で試合実施

○１プールは、３か４チーム
○最大４コートを審判団を編成
して競技運営を実施

○審判団名簿から２３名
（競技役員名簿には３２名）
○３名（審判・線審・計時）で
審判団を編成

○割当表からは、審判は８名で
回していたように推察

１サイクル

２サイクル

３サイクル
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■前日の２７日（金）に公式練習
■２０分間の公式練習（２回実施）
■時間を区切って交代で練習

公式練習
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■前日、２８日（土）昼に監督会議を実施
■会場は昼食会場でもある

サンシティホールいぶすき（半面使用）
■県、競技団体が注意事項を説明（あっさり）
■競技団体が進行
■競技に関する質疑は、大会前に実施済だった
ので、それ以外の説明・質疑

監督会議
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■２名（座位と立位）のうち、長野県１名が欠場
となっため、正式には欠場扱い（記録なし）

■奥原国泰選手（北安曇郡松川村）が出場
■オープン扱いで、プールＥで沖縄県と横浜市
と対戦

■初戦は沖縄県に勝利したが、横浜市には惜敗
■優勝は全敗の沖縄県

試合
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試合数は２、
２８日（土）で全競技終了



■体育館内で表彰式
■対戦相手の両チームとボードの前で記念撮影
■長野県には、県職員１、ボランティア１名が
専属で帯同
選手とコーチの２名体制だったので
とても助かりました

■長野県選手団メダル獲得数
１位：９個、２位：１１個、３位：８個

戦い終わり
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■競技主管は「鹿児島県ボッチャ協会」担当
■Ｒ２協会発足（大会延期による競技決定による）
■本来８コートだったが、キャパ・審判数により
４コート設置になったそう

■指宿市のスポーツ推進委員が全面協力
■競技役員名簿だと審判員数３０名程度
■コートのラインテープ引きは素晴らしかった
■競技ルールは発展途上（今後も見直し）

競技運営
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■２９日（日）は、試合がなく自由行動
■午前中は、会場で試合観戦
■午後、天気も良くプチ観光視察
■路線バスで長崎鼻へ（薩摩半島の先端）
■開聞岳（薩摩富士）が美しかった

視察
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いろいろ
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■約２５年ぶりに全スポにコーチとして参加
■６日間の収穫の多い参加になりました
■意外と審判仲間が多く、新たな出会い
■５年後の千曲市のイメージができ、
今後何をすればいいのか考えた６日間

終わりに
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桜島

錦江湾の朝焼け（帰郷当日）


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5: ■会場は、海岸沿いの指宿総合体育館 ■コートは、４面＋表彰エリア（かなり狭い印象） ■両側の上段に両サイドに観客席あり ■面積的に一堂に会することはできないので、 　時間分けて練習も試合も入替で実施 ■大型テントの選手待機所と昼食会場を別に用意 ■選手は大型バスか福祉車両で会場へ
	スライド 6: ①
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14: ■前日の２７日（金）に公式練習 ■２０分間の公式練習（２回実施） ■時間を区切って交代で練習
	スライド 15: ■前日、２８日（土）昼に監督会議を実施 ■会場は昼食会場でもある 　　サンシティホールいぶすき（半面使用） ■県、競技団体が注意事項を説明（あっさり） ■競技団体が進行 ■競技に関する質疑は、大会前に実施済だった 　ので、それ以外の説明・質疑
	スライド 16: ■２名（座位と立位）のうち、長野県１名が欠場　 　となっため、正式には欠場扱い（記録なし） ■奥原国泰選手（北安曇郡松川村）が出場 ■オープン扱いで、プールＥで沖縄県と横浜市 　と対戦 ■初戦は沖縄県に勝利したが、横浜市には惜敗 ■優勝は全敗の沖縄県
	スライド 17: ■体育館内で表彰式 ■対戦相手の両チームとボードの前で記念撮影 ■長野県には、県職員１、ボランティア１名が　 　専属で帯同 　選手とコーチの２名体制だったので 　とても助かりました ■長野県選手団メダル獲得数 　１位：９個、２位：１１個、３位：８個
	スライド 18: ■競技主管は「鹿児島県ボッチャ協会」担当 ■Ｒ２協会発足（大会延期による競技決定による） ■本来８コートだったが、キャパ・審判数により 　４コート設置になったそう ■指宿市のスポーツ推進委員が全面協力 ■競技役員名簿だと審判員数３０名程度 ■コートのラインテープ引きは素晴らしかった ■競技ルールは発展途上（今後も見直し）
	スライド 19: ■２９日（日）は、試合がなく自由行動 ■午前中は、会場で試合観戦 ■午後、天気も良くプチ観光視察 ■路線バスで長崎鼻へ（薩摩半島の先端） ■開聞岳（薩摩富士）が美しかった
	スライド 20
	スライド 21: ■約２５年ぶりに全スポにコーチとして参加 ■６日間の収穫の多い参加になりました ■意外と審判仲間が多く、新たな出会い ■５年後の千曲市のイメージができ、 　今後何をすればいいのか考えた６日間

